
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

2025 年 2 月・3 月号

 

✿おはなし会 （毎月第 2・第 4 土曜日 11:00～） 
 会場：吾妻まちづくりセンター 和室 
対象：3歳～ 

内容：読み聞かせ、すばなし、手遊び、工作等 

 

✿親子おはなし会 （毎月第 3 金曜日 10:00～） 
会場：吾妻まちづくりセンター 和室 

対象：乳幼児と保護者 

内容：乳幼児向けの読み聞かせ、手遊び等 

 

✿利用者懇談会 
日時：3月 5日（水） 14：00～ 

会場：吾妻まちづくりセンター 会議室 

内容：皆様の図書館への意見や要望をお聞かせください。 

ご参加をお待ちしております。 

 

✿所沢ゆかりの絵本作家 
飯野まきさんの読み聞かせ＆ワークショップ vol.5  

日時：3月 23日（日） 13：30～ 

会場：吾妻まちづくりセンター 学習室 2・3号 

対象：5歳から小学生のお子さんと保護者 

定員：先着 10組 

申込：3月 1日（土） 9：30より受付開始（電話可） 

内容：読み聞かせの他、楽しく遊べる工作をします！ 

 

✿飯野まきさんミニ原画展 「やぎ やぎ やぎ」 

日時：3月 23日（日） 10：00～16：00(12：00～14：00は休憩の為

ご覧いただけません) 

会場：吾妻まちづくりセンター 学習室 2・3号 

対象：どなたでも 

 

 

▽分館長より 
 

今号の表紙の花は雪割草です。 

 雪割草は早春に咲く花でオオミスミソ

ウ、ミスミソウ、スハマソウ、ケスハマソウ

の 4 種類の総称です。日本の山地に自生

する植物で、早春に雪を割るように咲く姿

が名前の由来となっています。 

花色は、ピンク・紫・白・黄緑など、色とり

どり。花形も一重咲き・二重咲き・三段咲

きなどがあり種類が豊富です。 

吾妻まちづくりセンターでは毎年恒例の

「雪割草」展示会が 3 月 1 日、2 日に開催

されます。 

皆さんも是非お気に入りの雪割草を見

つけてみてはいかがでしょうか。 

登録商標です

イベントのお知らせ 

編集・発行 所沢図書館吾妻分館 ☎04-2924-0249   

   

吾妻分館図書館だより 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベントの報告 

 クリスマスコンサート 吾妻分館で話題の本 

～第 172 回 直木賞・芥川賞 発表～ 

 
第 172回芥川賞、直木賞が 1月 15日に発表されました。 

芥川賞  『DTOPIA(デートピア)』 安堂 ホセ 著 河出書房新社 

『ゲーテはすべてを言った』 鈴木 結生 著 朝日新聞出版 

直木賞  『藍を継ぐ海』 伊与原 新 著 新潮社  

今回紹介した本は全て所沢図書館で所蔵しております。 

予約をする際は、カウンターの職員にお声掛け頂くか、館内 OPACもしくは所

沢図書館ホームページでパスワードを使ってログインし予約をしていただけ

ます。パスワードは昨年 3月よりホームページでも発行できるようになりま

した。ぜひご利用ください。 

イベントの報告  

新春 図書館おみくじ 

１月５日～１９日の期間、新春の運だめしと 

いうことで、図書館に来館した方におみくじ 

を引いていただくイベントを行いました。 

ただおみくじを引くだけで、特に景品が 

あるものではなかったので、物足りなく感 

じる方もいらっしゃったようですが、図書館 

でおみくじを引くというのが目新しく感じ、 

楽しんで引いてくださる方も多かったように 

感じました。 

おみくじを引くのが初めてのお子さんもい 

らっしゃり、引いたおみくじを大切に持ち帰る 

様子もとても微笑ましかったです。 

 

 

12月 21日に声楽家の方々をお招きしてクリスマスコンサートを開催しま

した。プログラムはクリスマスの曲に限らず、オペラの名曲や、日本の懐かしい

曲もうたっていただき、聞きごたえのある内容だった思います。 

参加者の方には「生の歌声の迫力に圧倒された」「心が洗われた」などの

感想もいただき、好評を博しました。 

図書館が企画するイベントですので、図書館 

内と会場内に関連した本の展示も行いましたが 

イベントに合わせて借り 

て行ってくださる方も 

多く、音楽と本を繋げる 

イベントになりました。 

 

 

伊与原 新さんの過去の作品を一冊ご紹介します。                    

『月まで三キロ』 伊与原 新 著   新潮社 

「人生も下見さえできたらこんなことにはならなかったのに━━。」 

月齢 15.4満月に近い夜。男は人生に疲れ、死に場所の下見に行こうとタ

クシーに乗る。「月は１年に 3.8㎝ずつ地球から離れていってるんですよ」

やけに月に詳しいタクシーの運転手に「いい場所」に連れていくと言われ

着いた場所は……。6つの短編で構成された 1冊。新田次郎文学賞受賞作 

 

今回、『藍を継ぐ海』 で直木賞を受賞した伊与原 新(いよはらしん) 

さんは、元地球惑星科学の研究者という経歴を持つ作家で、  日常生

活の中にある科学との関わりも描きながら、最後にはじんわりと心が  

温まる作品を書かれています。既刊の『八月の銀の雪』(新潮社)は第

164 回直木賞候補。『宙わたる教室』(文藝春秋)は 2024 年秋に

NHK でドラマ化され話題となりました。 

 

 


